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〔話題〕 悪性リンパ腫の集学的研究・治療の重要性
千葉県がんセンター血設イι学療法科 高 木 敏 之
悪性リンパ腫はこれまで，専ら病理学者の研究対象で
あって，一般の臨床医にとっては極めて縁のうすい疾患
であったといえよう。その理由は，宮本では悪性ヲンパ
麓が少なく，しかもこの疾患を治療する診療科の内科，
放射線科，耳鼻科，外科などへ症例が分散され，多数例
についての寵床的な解析が困難であったためである。そ
の結果， 日本における悪性リンパ腫の臨床橡と治療成
績は殆んど不明のままであった。しかし最近，悪性リン
パ麗についての疫学的欝査1，2)や， 多数例についての臨
床的・病理学的解析がえにされ3-5九 日本における悪性リ
ンパ腫の実態と欧米の悪性リンパ腫との差が鳴らかにさ
れつつある。日本の悪性リンパ麗の特徴は次のように要
約される。①悪性リンパ腫の人口10万人あたり年間羅病
率は4.6で，米国岳人の約1/2と誰定される。また，悪性
ワンパ麗の死亡実数は年々増加する額舟にあり，昭和51
年の年間死亡実数は3017名で、あった。舎欧米に比ベリン
パ節初発悪性リンパ腫が少なく〈これはホジキン病と譲
抱性リンパ腫が著しく少ないためである)，リンパ欝外
初発悪性リンパ麗〈以下欝外性リンパ麗〉が多い。@組
織型原jでは大細漉型が多く，題蕩細抱マーカー是IJで詰T
紐抱型が多く，そのため欺未の悪性リンパ腫に比べて予
後が悪い。@西南日本を中心に末精性T細胞聖りンパ腫
という予後の著しく悪い特殊な亜型が存在する。
千葉県がんセンター関設以来の 9年間に菊理組織学的
に悪性ヲンバ撞と確診され3 初酉治療からの経過が現ら
かな症例法145例であるが(表。，自験倒の解析でも，
議魁性リンバ腫とホジキン病が少なく箆外控リンパ麗が
多いという巨本の悪性リンパ彊の特徴がうかがえる。
さて，わが国での悪性Pンパ麗の治療はp さき然自本の
悪性リンパ腫の痕態に立脚して行わねばならない。すな
わち，日本に特有な末捨性T締結型リンパ震やび、まん性
大細胞型ワンパ麓に対する治護法の開発が望まれるが，
同時に司本に多い節外性リンパ麗に対する治療法の確立
と治療成援の向上もわが国の臨床医にとって重要な課題
である。第タト性リンパ腫では初発部位によヲそれぞれ自
然経過が異な担， Ann Arbor病期分類が治療方式の選
択にあまり役立たないことが次第に明らかとなり，初発
部柱ごとに独自の病期分類が必要となってきた叱
表1.千葉県がんセンター 9年間の悪性
リンパ麗 (S47年11月 -S56年10月) 
(1) Non-Hodgkin リンパ麗・・・・・・・・・・・・・・・124伊j
小児・若年者悪性リンパ腫(30議J2J，下〉・・・・16例
或入悪性リンパ腫 
① リンパ欝初発・・・....................・・37倒

{びまん性リンパ麗 弘
櫨胞性リンパ腫 13 
@ ])ンパ簿外初発・・・・・・‘・・・・・・・・---71例 
Waldeyer咽頭輪 30 
滑f乙管〈胃10，国吉部 2) 12 
皮ふ CMycosis2を含む〉 8 
軟爵部鼻盤組2織，〈蹄摂摸寵Z1 類後部腹膜，3肉1， 9歯)，
骨 2 
顎 下 腺 1 
甲 状 腺 3 
手L 房 3 
皐丸 3 
(2) Hodgkin 病 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21倒 
(LP 3，MC 9，LD 4，NS 5) 
いずれにしても，これらの問題の解決には単一の診療
科，単一の研究擁設の研究では不十分であ!'J，多数の研
究施設が参加して prospectiveな共同研究を行うことが
必要である。そのためには，①各研究趨設では，内科，
放射繰科，耳鼻科，外科，薬理が協力して悪性リンパ謹
の集学的診療チームを結成する，②共同研究の基礎とな
る病理組織診断の統一，病期分類の統一，さらに進んで
共通の治療フ。ロトコールを作成する，というように地道
な努力を一つづっ積み重ねてゆかねばならない。
このような機運を背景に，昭和54年よ担厚生省斑研究 
f悪笹Fンパ腫の寵床分類に関する基礎と臨沫に爵する
研究J(木村瑳〉が内科，放射線科，病理の協力のもと
に開始されへ また昭和56年10月金沢における「悪性ワ
ンパ彊の診断と治療に関する討論会jで、辻，悪性リンパ
鍾の研究と治療にたずさわっている全国の実務担当者の
需で忌揮のない討論がなされ，将来の共需研究に向けて
第一歩がふみ出された。このような研究誕，討議会が大
きく発麗して，日本の悪性リンパ彊の集学的研究・治療
176 高木散之
体制がーヨも阜く確立されることを期持したい。
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